
れは個人主義ではなく利己主義といいます。

　自民党改憲案は異なります。

　憲法の根本を変え、国家のために人(国民 )がいると
の考えが根底にあるのでしょう。これでは戦前に戻って
国民を国に従属させようとの考えが透けて見えます。👫「野田・九条の会」ホームページもご覧ください。

art9noda.html.xdomain.jp

　憲法13条の前段を確認してみましょう。

日本国憲法 第13条（個人の尊重・幸福追求権・公共の福祉）
　すべて国民は、個人として尊重される。 (以下略 )

　個人の人権が優先であり、個人のために国家があるとの
考えです。国家のために個人があるのでは
ありません。

自民党改憲草案 第13条には
　「全て国民は、人として尊重される。 (以下略 )」と
あり、個人の個が削除され人となっています。

　
　一人ひとりを尊重するとしたのが日本国憲法第13条
です。



　新型コロナの第三波は変異種を含め、再び国民に
恐怖と不安を与えつつ蔓延しています。立ち向かう
べき政府はこの事態に国としての目標を違えている
としか思えない施策しか打ち出せていません。
　オリ・パラリンピック開催への執心は理解しない
でもありませんが、いまはコロナ禍をいかに抑える
か、このことが国民そして国際社会の共通した認識
であり、政府は最優先課題として取組むべきことで
す。
　こんな中、この機を逃す手はないと、同じ文言と
して捉えられやすい改憲案の緊急事態条項（以下、条
項）を自民、維新は国民に問おうとしています。こ
の条項はコロナ禍で発出された緊急事態宣言（以下、
宣言）とは全く異なり、国会に提案されればこのコ
ロナ渦中にある国民をさらに混乱に陥れてしまうこ
とになるでしょう。
　宣言はあくまで新型コロナ対策の中での法律に基
づくものであり、コロナに限り適用されます。一方条
項は日本国憲法に関わることであり、制定時に必要
なしとしあえて盛り込まなかったことを、改憲で書
き加えようとするものです。日本国憲法には三つの
柱である国民主権、民主主義、そして平和主義が掲
げられました。ここで国民にとって重要とされた一
つが「人権の尊重」でした。憲法１３条は全て国民
は個人として尊重されると保障します。この人権の
尊重を停止しようとするのが、自民改憲案の条項と

言えます。その内容を要約すると、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一見これら　　　　　　　　　　　　　　　　　　一見これら
　　　　　　　　　　　　　　　　　は「緊急時国　　　　　　　　　　　　　　　　　は「緊急時国
　　　　　　　　　　　　　　　　　は国民を守り　　　　　　　　　　　　　　　　　は国民を守り
　　　　　　　　　　　　　　　　　ますよ」とと　　　　　　　　　　　　　　　　　ますよ」とと
　　　　　　　　　　　　　　　　　れますが、解　　　　　　　　　　　　　　　　　れますが、解
　　　　　　　　　　　　　　　　　釈で真逆に発　　　　　　　　　　　　　　　　　釈で真逆に発
　　　　　　　　　　　　　　　　　動できる企て　　　　　　　　　　　　　　　　　動できる企て
　　　　　　　　　　　　　　　　　を秘めていま　　　　　　　　　　　　　　　　　を秘めていま　　　　　　　　　　　　　　　　　を秘めていま
す。この条項が通れば私たちの権利は停止され、強
権力の行使を永続的に認めることになってしまいま
す。世の中が混乱している時こそ権力者は人心の不
安に付け入り、平時ではとても認められないことを
成そうとします。私たちは大切なものは何かを見失
わないよう、冷静に考えなければなりません。　

 

　案 - 98条
　・緊急事態を政権の判断のみで発することができる
　・期間は繰返し延長を可能とし、主権者には決められない
　案 - 99条
　・基本的人権の制限を可能とし、国民は指示に従わなけれ
　　ばならない
　・国会の議論なく法律の制定ができる
　・衆議院は解散せず、任期延長を可能とする

۞ ۞

ー自民党改憲案ー


